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 地震に水害に全国的に被害が続いていますが日本株は先週大きく下げました。 

為替と日本株の連動は崩れており、円安・日本株安の動きとなっています。 

 米中貿易戦争の行方から大きく株価が上昇していくリスクオン相場にはなりにくい状況

です。 

 この問題、中国が報復として米国債を売るところまでくるとドル安の動きが出るリスク

もあり、為替にも影響が出てきます。 

 先週末の雇用統計発表後はややドル安の動きとなっています。 

 

 

＜ドル／円＞ 

 

 ドル／円は１１１円台で上値が重い状態が続いています。 

高値圏をキープしているため今のところ大きく崩れる心配はなさそうです。 

 １０９円台後半を維持している間は高値圏でのレンジが続きそうです。 

１０９．６円を割り込んでくると調整入りの可能性も。 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

 クロス円は、先週は堅調な動きとなっています。 

ドルに対して、ユーロ、ポンド、豪ドルなどが上昇に転じてきたことも影響しています。 

 ドル／円が大きく崩れてこなければ上昇が続きそうです。 

新興国通貨も底打ち、上昇の動きとなっています。 

 

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

今週は、日本では機械受注などがあります。 

米国では消費者物価指数、ミシガン大学消費者信頼感指数などが発表されます。 

欧州ではドイツとユーロ圏でＺＥＷ景況感調査などがあります。 

ほかには、カナダで政策金利、中国で６月貿易収支の発表などがあります。 


